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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
今
後
、
健
康
保

険
証
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
作

成
に
日
数
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
早
い
段
階
で
取

得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

役
場
開
庁
時
間
内
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
や
受
け
取
り
が
で
き
な
い
方
は
、

次
の
臨
時
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

前
日
ま
で
の
電
話
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

・
毎
月
第
２
水
曜
日　

17
時
15
分
～
21
時

・
毎
月
第
２
土
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時

☆
12
月
は
、11
日（
水
）と
14
日（
土
）で
す
。.

◆
申
請
・
交
付
場
所

　

紀
美
野
町
役
場
本
庁　

住
民
課

◆
電
話
予
約
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
申
請
・
受
け
取
り
に
は
、
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
交
付
場
所
が
美
里
支
所
の
場
合
も
、
役
場

本
庁
で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

住
民
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０

町
内
の
各
店
舗
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
紀
美
野
町
商
工
会
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
購
入
に
は
購
入
引
換
券
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

購
入
引
換
券
の
申
請
は
12
月
20
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
対
象
者
の
方
は
、
購
入
引
換
券

の
申
請
を
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
商
品
券

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

12
月
20
日
（
金
）

■
購
入
期
間　

～
令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

■
使
用
期
間　

～
令
和
２
年
３
月
８
日（
日
）

【
販
売
所
】（
月
～
金
曜
日
）

◇
住
所　

神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

◇
場
所　

紀
美
野
町
商
工
会

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
内
）

◇
時
間　

９
時
～
17
時

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

◇
℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
２
６
０

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
や
製
造
・

加
工
さ
れ
た
特
産
品
を
「
き
み
の
ふ
る
さ
と

推
奨
品
」
に
認
定
し
、
普
及
と
需
要
拡
大
を

め
ざ
し
、
特
産
品
を
通
し
て
紀
美
野
町
を
発

信
出
来
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
認
定
を

受
け
る
と
、
共
通
の
標
章
の
使
用
、
推
奨
品

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
作
る
産
品
を
紀
美
野
ブ
ラ
ン
ド
で
発
信
し

ま
せ
ん
か
？

■
申
込
期
間　

令
和
元
年
12
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

■
申
込
方
法　

ま
ち
づ
く
り
課
に
申
請
書
を

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
申
請
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ま
ち
づ
く
り
課

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
内
）

紀
美
野
町
で
は
台
風
19
号
に
よ
り
東
日
本

各
地
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
活
動
と

し
て
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
者
支
援
に
活
用
さ
れ
ま

す
。な

お
、
義
援
金
は
現
金
の
み
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

■
設
置
場
所

・
役
場
本
庁
・
役
場
美
里
支
所

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
公
園　

・
役
場
各
出
張
所
（
小
川
出
張
所
、
志
賀
野

出
張
所
、
国
吉
出
張
所
、
長
谷
毛
原
出
張

所
、
真
国
出
張
所
）

■
設
置
期
間　

～
12
月
26
日
（
木
）

（
た
だ
し
、
各
施
設
の
業
務
時
間
内
に
限
る
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
へ
」

台
風
19
号
の
災
害
義
援
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た

【
紀
美
野
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
】
の
申
請
は
12
月
20

日
（
金
）
ま
で
で
す

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
認
定　
「
き
み
の
ふ
る
さ
と
推

奨
品
」
を
募
集
し
ま
す

紀美野町
プレミアム付商品券
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三
大
流
星
群
の
一
つ「
ふ
た
ご
座
流
星
群
」

を
メ
イ
ン
に
星
空
を
鑑
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
楽
し
い
星
空
の
ラ
イ
ブ
解
説
や
、
天
文

台
の
中
型
望
遠
鏡
を
特
別
に
出
張
さ
せ
て
、

望
遠
鏡
で
月
面
散
歩
、夜
空
の
宝
石
「
星
団
」

の
観
察
な
ど
、
宇
宙
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
星
空
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
、
町
内
外
の
飲
食
店
も
多
数
出
店
し
ま
す

の
で
、
暖
か
い
服
装
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

12
月
13
日
（
金
）　

　
　
　
　

17
時
～
22
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
神
野
市
場
２
１
７
番
地
）

■
入
場
料

・
大　

人　

１
，
０
０
０
円

・
子
ど
も　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
紀

美
野
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
観
光
協
会

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
２
６
１
１

URL http://kim
inokanko.com

/

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
法
律
は
、
今
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す

る
と
と
も
に
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
と
も

な
っ
て
部
落
差
別
の
状
況
の
変
化
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
も
の

で
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
く
も
の
で
す
。
人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
侵
す
こ
と
が

で
き
な
い
権
利
で
す
。

本
町
が
め
ざ
す
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分

ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
町
が

主
体
と
な
っ
て
「
人
権
」
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

期
間
中
は
、
町
人
権
委
員
会
、
人
権
擁
護

委
員
会
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
主
な
啓
発

活
動
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
今
後
の
日
程

【
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
】　

次
の
日
程
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
紀
美
野
町
の
人
権
擁
護

委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
電
話
で
も
お

受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
５
日
（
木
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　

・
中
央
公
民
館

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０

・
地
域
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

（
役
場
美
里
支
所
横
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
３

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
県
内

に
住
所
を
有
す
る
方
の
次
の
申
請
ま
た
は
届

出
等
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸

籍
課
に
お
い
て
の
み
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
国
籍
選
択
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍

課
お
よ
び
各
支
局
に
て
取
り
扱
い
ま
す
。

・
帰
化
許
可
申
請

・
届
出
に
よ
る
国
籍
取
得

・
国
籍
離
脱

・
そ
の
他
の
国
籍
に
関
す
る
相
談

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１
（
代
表
）

　

和
歌
山
市
二
番
丁
３
番
地

　
（
和
歌
山
地
方
合
同
庁
舎
４
階
）

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
水
道
管
や
排
水
管
で

よ
く
使
わ
れ
る
塩
ビ
パ
イ
プ
は
、
燃
や
す
と

有
害
な
ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
通
常
の
ご
み

収
集
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

塩
ビ
パ
イ
プ
を
捨
て
た
い
と
き
は
、
購
入

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
in
き
み
の

「
ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会
」
を

開
催
し
ま
す

11
月
11
日
～
12
月
10
日　

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

12
月
４
日
～
12
月
10
日

第
71
回
人
権
週
間

よ
く
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
ゴ
ミ
の
出
し
方

塩
ビ
パ
イ
プ
は

処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ
で
す

和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る
国
籍

事
務
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す
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第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

（
通
称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や

ま
２
０
１
９
）
の
関
連
事
業
と
し
て
、
和
歌

山
ビ
ッ
ク
ホ
エ
ー
ル
に
お
い
て
「
地
域
文
化

伝
承
館
」
が
11
月
９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
文
化
伝
承
館
は
、

和
歌
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
と
な

り
、
「
①
地
域
文
化
・
生
活
文
化
の
伝
承
活

動
」
、
「
②
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
・
郷

土
芸
能
の
伝
承
活
動
」
、
「
③
創
意
・
工
夫

を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
の
活
動
」
の
披
露
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

10
月
31
日
、
海
南
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
よ
り
創
立
45
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
厚
生
病
院
前
の
ふ
れ
あ
い
号
バ
ス
停
に
ベ

ン
チ
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ス
待
ち
の
間
の
小
さ
な
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
方
々
が
腰
を
掛
け
、
家

族
や
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
楽
し
く
語
り
合

え
る
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
日
は
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ん
も
作
品
を
展
示
し
、
全
国
か
ら
の
来

場
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
熱
心
に
作
品
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
２
日
（
月
）
か
ら

20
日
（
金
）
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に

て
、
今
回
出
展
し
た
作
品
の
展
示
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓

発
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
紀
美
野
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
27
日
に
健

康
ロ
ー
ド
（
下
佐
々
よ
り
小
畑
間
国
道
）
・

文
化
セ
ン
タ
ー
進
入
路
・
農
村
セ
ン
タ
ー
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
除
草
作
業
）
が
行
わ

れ
、
会
員
37
人
が
参
加
し
、
８
時
30
分
よ
り

３
時
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

10
月
26
日
、
第
14
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ

り
が
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
内
の
保
育
園
児
や

小
学
生
、
保
護
者
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
に
創
り
出

す
喜
び
と
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
」
を
テ
ー
マ
に
「
カ
ン
バ
ッ
チ
」
「
エ

コ
バ
ッ
グ
」
「
ひ
こ
う
き
」
「
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
」
「
ま
が
た
ま
」
「
ラ
メ
入
り
ス
ラ
イ

ム
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も
達
が
真
剣

な
表
情
で
作
品
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
び
の
広
場
で
は
、
ミ
ニ
列
車
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
そ
し
て
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を

楽
し
ん
だ
り
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
仲

間
と
過
ご
し
ま
し
た
。

紀美野町老人クラブ連合会の出展ブース

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
地

域
文
化
伝
承
館
に
作
品
を
出
展

ふ
れ
あ
い
号
バ
ス
停
「
厚
生
病
院
」

に
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

社
会
奉
仕
活
動
の
実
施
報
告

み
ん
な
で
、
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

第
14
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
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①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
１
か

月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

②
健
康
診
査
に
つ
い
て

健
康
診
査
は
令
和
２
年
２
月
末
日
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

〇
健
康
診
査

■
対
象
者　

被
保
険
者
全
員

■
検
査
項
目　

問
診
、
計
測
、
診
察
、
脂

質
、
肝
機
能
、
尿
、
腎
機
能
、
代
謝
系

■
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実

施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関

■
費
用　

無
料

〇
歯
科
健
康
診
査

※
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診
券
等
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
31
年
３
月
末
で
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

■
検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
内
検
査
、
口
腔

機
能
検
査

■
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実

施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関

■
費
用　

無
料

〇
受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

平
成
31
年
４
月
以
降
、
人
間
ド
ッ
ク
や
脳

ド
ッ
ク
、
集
団
健
診
な
ど
で
特
定
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
左
記
の
医
療
機
関
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ

お
申
込
く
だ
さ
い
。
特
定
健
診
に
は
４
月
に

皆
さ
ま
の
ご
自
宅
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
」
と
国
民
健
康
保
険
証
が
必
要
で

す
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
住
民
課
で
再
発
行
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

協力医療機関名

海
南
市

山本医院

海
南
市

くらはしクリニック

紀
美
野
町

岩橋医院きみの
ファミリークリニック

山本胃腸科外科内科 恵友病院 谷田クリニック

山本クリニック さくらクリニック にしもと内科クリニック

吉川内科循環器科 しおたにクリニック 野上厚生総合病院

海
南
市
下
津
町

石川医院 しんがきクリニック みぞばたクリニック

かわむら医院 たきもと内科クリニック 国吉診療所

さいかクリニック 竹中整形外科内科 長谷毛原診療所

下津クリニック 谷口病院

海
南
市

いぬい内科呼吸器
内科クリニック

角田医院 中井内科医院 おくクリニック

西岡医院 橋本胃腸科 海南医療センター

西本内科外科医院 向林医院 笠松病院

細部医院 山西内科 木村医院

山本医院 石本病院

お
知
ら
せ
・
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

40
歳
～
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
の
方
へ　

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
協
力
医
療
機
関
で特定

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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紀
美
野
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
お
よ

び
役
務
提
供
の
令
和
２
・
３
年
度
分
の
入
札

に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

■
有
効
期
間　

２
年
間
（
令
和
２
年
４
月
１

日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
）

■
受
付
期
間　

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

（
た
だ
し
12
時
～
13
時
ま
で
は
除
く
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
受
付
期

間
内
必
着
）
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類　

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
様
式
は
企
画

管
財
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
必
要

な
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
宛
名　

紀
美
野
町
長

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町

動
木
２
８
７
番
地

URL http://w
w

w
.tow

n.kim
ino.

w
akayam

a.jp/index.htm
l 

　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
が
発
注

す
る
物
品
の
製
造
・
販
売
等
の
入
札
に
参
加

さ
れ
る
方
は
左
記
内
容
を
熟
読
の
う
え
、
必

ず
期
限
ま
で
に
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
間　

２
年
間
（
提
出
年
度
含
む
）

■
受
付
期
間　

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

～
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

（
た
だ
し
12
時
～
13
時
ま
で
は
除
く
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

・
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
営
業
所
一
覧

・
委
任
状（
営
業
所
等
で
の
入
札
参
加
の
場
合
）

・
印
鑑
証
明
書
（
写
）

・
使
用
印
鑑
届

・
納
税
証
明
書

※
「
市
町
村
税
」
と
国
税
「
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
」
お
よ
び
「
法
人
税
」 

（
個
人
は
所
得
税
）
分
と
す
る
。

 

※
直
近
１
箇
年
分
と
す
る
。

 

※
写
し
可

・
商
業
登
記
簿
謄
本
（
写
）
【
法
人
】
ま
た

は
住
民
票
（
写
）
【
個
人
】

・
営
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
登
録
証
明
書（
写
）

※
営
業
に
必
要
な
場
合
に
限
る
。

■
申
請
書
宛
名　

管
理
者　

寺
本 

光
嘉

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合事

務
局

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町

下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

　

URL http://w
w

w
.yasuragien.com

/

障
害
年
金
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て

生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
に
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

年
金
で
す
。
障
害
年
金
に
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
、
病
気
や

ケ
ガ
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き

に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
「
障

害
基
礎
年
金
」
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
場
合
は
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
請
求
で
き

ま
す
。
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
「
障
害
厚
生

年
金
」
は
請
求
先
が
異
な
り
ま
す
。
「
障
害

基
礎
年
金
」
は
役
場
、
「
障
害
厚
生
年
金
」

は
年
金
事
務
所
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
の

で
、
請
求
を
行
う
場
合
は
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に

は
、
い
く
つ
か
の
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

受
給
を
お
考
え
の
方
は
住
民
課
、
ま
た
は
和

歌
山
西
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
相
談
し
た
い
方

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
こ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」　

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

■
受
付
時
間

月
曜
日　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

火
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

第
２
土
曜
日　

９
時
30
分
～
16
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開
所

日
に
19
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）
、
12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。

令
和
２
・
３
年
度　

紀
美
野
町
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
に

つ
い
て

障
害
年
金
に
つ
い
て
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町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

に
際
し
て
は
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
企
画
管
財
課
お
よ
び
美

里
支
所
住
民
室
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項

ま
た
は
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
住
宅

新
神
原
団
地
１
０
２
号
（
新
築
）

（
神
野
市
場
７
３
番
地
１
）
２
Ｄ
Ｋ

■
募
集
期
間　

　

12
月
２
日
（
月
）
～
18
日
（
水
）

　

８
時
30
分
～
17
時

　

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

①
令
和
２
年
度
（
令
和
元
年
分
）
給
与
支
払

い
報
告
書
に
つ
い
て

法
人
、
個
人
を
問
わ
ず
、
令
和
元
年
中
に

給
与
等
を
支
払
わ
れ
た
方
は
、
す
べ
て
の
従

業
員
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括

表
お
よ
び
個
人
別
明
細
書
）
を
作
成
し
、
関

係
市
町
村
へ
の
提
出
が
必
要
で
す
。
給
与
支

払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者
に
と
っ
て
町
民

税
・
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
記
入
の
う
え
期

限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

■
提
出
対
象
者　

令
和
元
年
中
に
給
与
等

の
支
払
い
を
し
た
す
べ
て
の
従
業
員
等

（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
役
員
等

を
含
む
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
青
色
事

業
専
従
者
へ
の
給
与
（
確
定
申
告
を
し
て

い
る
場
合
も
含
む
）
に
該
当
す
る
場
合

や
、
源
泉
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
提
出
先　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
従

業
員
の
住
所
地
（
住
民
税
担
当
課
）

※
年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
退
職
時
の
住
所
地

②
和
歌
山
県
と
県
内
の
市
町
村
は
、
全
て
の

事
業
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。
県
と
市
町
村
が
連
携
協
力
し
、
関

係
団
体
や
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
周
知
を
図

り
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
給
与

等
の
支
払
者
」
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
全
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
し
て

い
た
だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
ａ
～
ｄ
の
方
は
普
通
徴
収

（
従
業
員
が
自
分
で
納
付
）
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
給
与
支
払
報
告
書
提
出
時
に

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕
切
紙
」
を
添

付
の
う
え
、
給
与
支
払
報
告
書
摘
要
欄
に
次

の
略
号
を
記
載
願
い
ま
す
。
（
普
通
徴
収
切

替
理
由
書
兼
仕
切
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

①
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
募
集
に
つ
い
て

■
業
務
内
容　

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転

（
24
人
乗
り　

学
校
行
事
、
ク
ラ
ブ
行
事
お

よ
び
こ
ど
も
園
・
保
育
所
行
事
等
に
か
か

る
送
迎
）

■
募
集
人
員　

１
人   

■
契
約
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
委
託
料　

日
額
１
５
，
２
７
７
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
お
よ
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
応
募
資
格

・
中
型
以
上
の
自
動
車
免
許
を
所
持
し
、
乗

車
定
員
20
人
以
上
の
バ
ス
の
運
転
経
験
が

あ
り
、
健
康
で
子
ど
も
好
き
な
方

・
70
歳
未
満
の
方
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

②
通
学
バ
ス
運
転
手
募
集
に
つ
い
て

■
業
務
内
容　

通
学
バ
ス
の
運
転

（
ハ
イ
エ
ー
ス
10
人
乗
り　

下
神
野
小
学

校
・
美
里
中
学
校
）

■
募
集
人
員　

１
人   

■
契
約
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
委
託
料　

月
額
１
２
７
，
３
１
５
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
お
よ
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日
の

登
下
校
時　

※
学
校
行
事
に
よ
り
変
更
あ
り

■
応
募
資
格

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持
し
、
健

康
で
子
ど
も
好
き
な
方

・
70
歳
未
満
の
方
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

【
①
・
②
共
通
】

■
選
考
方
法　

面
接
試
験     

■
試
験
日
時　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁   

■
申
込
締
切　

12
月
20
日
（
金
）
17
時
必
着

■
申
込
方
法　

履
歴
書
・
運
転
免
許
証
の
写

し
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

教
育
委
員
会
教
育
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

〒 

６
４
０
‐
１
１
９
２

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

ａ 

退
職
者
ま
た
は
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
た
年
の
５
月
31
日
ま
で
の
退

職
予
定
者

ｂ 

給
与
が
少
な
く
、
個
人
住
民
税
を
特

別
徴
収
し
き
れ
な
い
者

ｃ 

給
与
の
支
払
期
間
が
不
定
期

　

（
例
：
給
与
の
支
払
が
毎
月
で
は
な

い
）

ｄ 

他
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
者

（
乙
欄
適
用
者
）

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ

バ
ス
運
転
手
の
募
集
に
つ
い
て
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２
０
１
９
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　
(

１
歳
児
～
）

■
き
み
の
こ
ど
も
園

12
月
９
日
（
月
）
・
23
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

12
月
４
日
（
水
）
・
18
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９	

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内		



■
コ
ア
ラ
教
室
【
12
月
４
日
（
水
）
】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
12
月
18
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
12
月
９
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～　
　

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
12
月
17
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～	

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。	

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
、
国
民
の
間
に

広
く
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
障
害
者
雇
用
促
進
法

が
改
正
さ
れ
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

へ
の
新
た
な
給
付
制
度
や
優
良
事
業
主
認
定

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
障
害
者
の
活
躍
の
場

を
確
保
し
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
お

互
い
に
理
解
し
活
躍
す
る
「
共
生
社
会
」
の

実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
障
害

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
健
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
つ
い
て
等
の
相
談
も
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

★
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
12
月
の
日
程
）】
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

12月９日（月）
12月23日（月）

９時30分～10時30分(受付)
性感染症検査
肝炎ウイルス検査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎 等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお越しください。)
・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12月11日（水）　
12月25日（水）　　

13時30分～

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

12月９日（月）
12月23日（月）　
　　10時30分～11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口

（
巡
回
相
談
予
約
先
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
お
済
で

す
か
？
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
や
鼻
水
を
介

す
る
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
に
よ
っ
て
感
染

し
、
１
〜
２
日
程
度
の
短
い
潜
伏
期
間
の
後

に
発
症
し
ま
す
。
悪
寒
や
急
激
な
高
熱
に
加

え
、
咳
・
鼻
水
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次
の
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
手
洗
い
・
う
が
い

外
出
後
や
鼻
を
か
ん
だ
後
、
く
し
ゃ
み

を
手
で
う
け
た
後
は
必
ず
、
流
水
・
石
け

ん
に
よ
る
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
体
に
つ
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
に
有
効
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
指
消
毒
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

②
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
気
道
粘
膜
の
防

御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
乾
燥
し

や
す
い
室
内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
適
切
な
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保
つ
こ

と
も
効
果
的
で
す
。

③
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分

な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
日

ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、
特
に
ご
高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
、
妊
婦
、
体
調
の
悪
い
方
、
睡
眠
不

足
の
方
は
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
外
出
し

て
人
混
み
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

【
災
害
時
の
避
難
】
台
風
や
地
震
等
の

災
害
が
発
生
し
た
際
、
ど
こ
へ
、
ど
う

や
っ
て
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
、
事
前
の

対
策
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

特
に
、
障
害
を
お
持
ち
で
、
自
力
で
の

避
難
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
は
、
「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
ご
登
録
い

た
だ
け
ま
す
。
ご
登
録
い
た
だ
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
情
報
共
有

し
、
災
害
時
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認

に
役
立
て
ま
す
。
登
録
を
ご
希
望
の
方

は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
よ
っ
て
、
災
害
時
の
救
助
が

必
ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
お
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
支

援
者
も
同
じ
く
「
被
災
者
」
と
な
る

た
め
、
平
時
か
ら
可
能
な
備
え
の
一

つ
と
し
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
と
し
て
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
ジ
ャ
ズ
奏
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
り
ら
創
造

芸
術
高
等
学
校
生
徒
と
も
共
演
し
ま
す
。

■
日
時　

令
和
２
年
２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
開
演
（
14
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演　

音
奏
人
（
か
な
で
び
と
）

■
入
場
料　

２
，
５
０
０
円　

全
席
指
定

■
販
売
開
始　

12
月
20
日
（
金
）

■
販
売
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

（
販
売
は
各
開
館
時
間
中
）

〇
販
売
場
所
で
取
扱
席
が
異
な
る
た
め
、
各

施
設
に
お
問

合
せ
い
た
だ

く
か
、
設
置

の
チ
ラ
シ
で

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
課

生
涯
学
習
係

■
講
師　

内
村
周
子　

氏

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
内
村
指
導
者

男
子
体
操
金
メ
ダ
リ
ス
ト
内
村
航

平
選
手
の
母

■
演
題　
「
諦
め
な
い
！
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
！

い
つ
も
元
気
な
そ
の
秘
訣
！
夢
を

追
い
続
け
て
！
」　

■
日
時　

令
和
２
年
１
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

19
時
開
演
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

 
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
整
理
券
は
12
月
26
日
（
木
）
か
ら
配
布

※
お
ひ
と
り
様
３
枚
ま
で

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民

館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
里
支
所
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所
（
配
布
は
各
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係

■
日
時　

12
月
15
日
（
日
）
９
時
～
12
時

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

※
「
通
行
止
め
」
・
「
ご
声
援
」
の
お
願
い

全
国
各
地
か
ら
１
，
０
０
０
人
以
上
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め
及
び
交
通

安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川
地
区
公
民
館
長
と
し
て
、
平
成
16
年

か
ら
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
15
年
間
の
長
き
に

渡
り
、
地
域
住
民
や
子
ど
も
達
が
公
民
館
を

気
軽
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
献

身
的
に
活
動
さ
れ
、
公
民
館
主
事
と
共
に
講

座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
積
極
的
に
推
進
。
そ

の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
「
作
品
展
示

会
」
を
毎
年
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
地
区

内
外
・
町
外
か
ら
も
高
い
評
価
の
も
と
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

小
川
地
区
公
民
館
主
事
と
し
て
、
平
成
21

年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
地
域
の
生
涯
学

習
振
興
の
た
め
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

な
が
ら
、
公
民
館
活
動
の
発
展
に
情
熱
を
注

ぎ
献
身
的
に
活
動
さ
れ
、
放
課
後
の
居
場
所

と
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
を
設
け
る
な

ど
子
ど
も
達
に
も
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
二
人
は
、
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第

41
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
奈
良
大
会
・
第

67
回
近
畿
公
民
館
大
会
奈
良
大
会
で
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

通行止

町道長谷国木原線

町道動木志賀野線
ドーシェル
（パン屋さん）

工業団地

国道 424号

国道 370号
紀美野町役場

五色台
聖　苑

通
行
止

のかみふれあい公園
県動物愛護センター

■通行止め（10時～12時30分）
町道志賀野井ノ口線
【五色台聖苑前～のかみふれあい公園

～ドーシェル（パン屋さん手前)】

教育委員会
　教育課生涯学習係

℡ 073‐489‐5915

　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

オ
ペ
ラ
×
ジ
ャ
ズ
星
ふ
る
町
コ
ン
サ
ー
ト

第
52
回
町
民
大
学
講
座

第
14
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
全
国
公
民
館
連
合
会

　
　

永
年
勤
続
職
員
表
彰
」
受
賞 

新
谷
垣
内　

哲
爾　

氏
（
坂
本
）

「
近
畿
公
民
館
連
絡
協
議
会

　
　

優
良
職
員
表
彰
」
受
賞 

宇
惠　

育
代　

氏
（
福
井
）
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

４
日　

干
し
柿
つ
く
り

11
日　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
つ
く
り

18
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
演
奏
し
よ
う

25
日　

お
休
み

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

お
は
な
し
会

11
日　

お
に
ご
っ
こ
を
し
よ
う

18
日　

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

25
日　

年
賀
状
を
書
こ
う

（
敬
称
略
）

■
展
示
期
間　

令
和
２
年
２
月
末
日
ま
で

■
展
示
場
所　

【
役
場
本
庁
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

な
か
た
に
は
る
と
・
く
ろ
に
し
り
ゆ
・

か
み
や
こ
う
し
ん
・
な
か
は
げ
ゆ
な

（
野
上
小
学
校
）

黒
土
心
寛
・
土
田
真
衣
・
山
川
芽
生
・

屋
野
吏
紀
・
寺
本
悠
人

（
小
川
小
学
校
）

新
谷
祐
太
・
中
谷
有
寿
・
小
川
叶
馬

（
野
上
中
学
校
）

幡
司
め
い
・
坂
口
琳
基
・
新
田
翔
麻
・

後
呂
仁
以
菜
・
前
硲
唯
・
山
下
莉
央

【
中
央
公
民
館
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

ま
え
た
に
そ
う
だ
い
・
ひ
が
し
も
と
ふ

わ
み
・
な
か
お
そ
う
ま
・
ふ
じ
い
れ
い

と
・
ほ
り
う
ち
さ
き

（
野
上
小
学
校
）

東
萌
恵
・
藪
加
奈
子
・
表
野
彩
華
・
彌

六
佑
莉
・
田
渕
佑
樹
・
金
築
由
來
・
河

本
侑
樹
・
表
野
来
未
・
山
川
悠
比
・
新

谷
日
菜
子

（
小
川
小
学
校
）

奥
美
歌
・
東
柚
友
・
中
谷
由
依

（
野
上
中
学
校
）

安
平
楓
祥
・
石
井
あ
や
・
小
串
有
輝

斗
・
小
椋
光
玲
・
西　

地
輝
幸
・
藤
井

聖
矢
・
二
川
裕
理
・
松
元
大
輝
・
山
本

百
華

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

（
神
野
保
育
所
）

か
み
や
せ
な
・
ま
つ
も
と
あ
い
り

（
下
神
野
小
学
校
）

南
恒
佑
・
前
中
大
輝
・
田
村
誉
・
折
口

桂
太
郎

（
美
里
中
学
校
）

芝
滝
大
裕
・
岡
柚
羽
・
坂
安
佳
里

【
美
里
支
所
】

（
神
野
保
育
所
）

に
し
も
ん
し
ゅ
ん
・
た
し
た
み
ゆ
う

（
下
神
野
小
学
校
）

岩
橋
昊
生
・
前
田
蓮
・
西
田
直
人
・
中

部
屋
敬
大

（
美
里
中
学
校
）

浜
田
梨
凛
・
折
口
虎
太
郎

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

椎
木　

颯
太
（
下
神
野
小
４
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

小
柳　

力
久
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
４
０
０
冊
】

　

倉
本　

晴
空
（
下
神
野
小
２
年
）

　

桑
山　

み
の
り
（
野
上
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
渦　

妹
背
山
婦
女
庭
訓
魂
結
び
」

大
島
真
寿
美　

著

「
ま
あ
ま
あ
ふ
う
ふ
う
。
」八

千
草
薫　

著

「
夏
の
騎
士
」　
　
　
　

百
田
尚
樹　

著

「
こ
ん
な
と
き
き
み
な
ら
ど
う
す
る
？
」

五
味
太
郎　

作

「
お
し
り
た
ん
て
い
ラ
ッ
キ
ー
キ
ャ
ッ
ト

は
だ
れ
の
て
に
！
」　
　
　

ト
ロ
ル　

作

「
日
本
１
０
０
名
城
の
ひ
み
つ
」

萩
原
さ
ち
こ　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
レ
フ
ト
ハ
ン
ド
・
ブ
ラ
ザ
ー
フ
ッ
ド
」

知
念
実
希
人　

著

「
マ
ジ
カ
ル
グ
ラ
ン
マ
」
柚
木
麻
子　

著

「
も
う
い
ち
ど
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

中
山
七
里　

著

「
み
ん
な
と
ち
が
う
き
み
だ
け
ど
」 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ペ
ス　

絵

「
か
げ
パ
」　
　
　

し
ま
だ
と
も
み　

絵

「
ね
こ
の
ず
か
ん
」　

今
泉
忠
明　

監
修

歌　

の　

小　

道

頂
き
し
メ
モ
帳
挟
む
バ
イ
ン
ダ
ー

　
　

ど
こ
で
も
書
け
る
便
利
な
友
よ　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

駅え
き
な
か中

に
置
か
れ
し
ピ
ア
ノ
弾
く
女
性

　
　

揺
れ
る
襟え
り
あ
し足

汗
の
滲
む
や　
　
　
　
　

橋
本　
　

吉
信

こ
の
接つ

ぎ
き木

に
も
実
の
成
る
は
何い

つ時
何い

つ時
の
事

　
　

八
十
二
歳
ま
だ
ま
だ
生
き
む　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

く
ち
な
し
の
花
は
終
れ
ど
未
だ
葉
は

　
　

つ
や
つ
や
と
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ　
　

寺
岡　
　

幸
子

週
一
度
連
れ
来
る
曾
孫
に
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　

祝
ふ
日
ま
で
と
頑
張
り
つ
生い

く　
　
　

小
根
田　

牧
子

遠
の
く
ほ
ど
に
富
士
の
冠
雪
整
へ
り　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

暗
算
を
間
違
へ
夜
な
べ
鯨

く
じ
ら
じ
ゃ
く

尺　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

時し

ぐ雨
る
る
や
三
百
円
で
買
ひ
し
夢　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

柿
落お

ち
ば葉

踏
ん
で
弘こ

う
ぼ
う法

井
戸
探
す　
　
　
　
　

手
拝　

な
を
み

前ま
え
や
ま山

の
色
来こ

ぬ
紅も

み
じ葉

夕
焼
け
る　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

鳳
凰
の
羽
ば
た
く
水み

な
も面

浮う
き

紅も
み
じ葉　

　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

近
く
で
見
る
と
、
岩
肌
や
噴
火
の
跡
な
ど
ま
で
見
え
、

あ
ま
り
に
も
生
々
し
い
姿
だ
っ
た
富
士
山
も
、
遠
の
く

に
つ
れ
、
そ
れ
ら
し
い
雪
の
富
士
と
な
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
人
間
関
係
に
お
い
て
も
有
り
そ
う
な
変
化
。

（
裕
任
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

児
童
生
徒
絵
画
展
示

☆
君
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
！

図
書
室
だ
よ
り
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ム
サ
サ
ビ

紀き
い
ぞ
く
ふ
ど
き

伊
続
風
土
記
に
、
ム
サ
サ
ビ
に

つ
い
て
お
も
し
ろ
い
記
述
が
あ
り
ま

す
。要

約
し
ま
す
と
、
《
無む

さ

さ

び

佐
々
比
・

牟む
ろ
ぐ
ん
さ
ん
ち
ゅ
う
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

呂
郡
山
中
処
々
に
産
し
、
煙
を
好

む
。夜

、
山
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、

時
々
、
高
い
木
の
上
か
ら
飛
び
降

り
、
明
か
り
に
抱
き
つ
く
。
旅
人
は

驚
い
て
怪
物
だ
と
思
う
。
》
と
い
う

の
で
す
。

暗
闇
の
中
か
ら
、
何
者
と
も
知
れ

な
い
も
の
が
、
い
き
な
り
明
か
り
に

飛
び
か
か
っ
て
来
る
と
い
う
の
で
す

か
ら
、
誰
で
も
驚
く
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。

な
ん
だ
か
根
も
葉
も
な
い
作
り
話

の
よ
う
で
す
が
、
数
十
年
前
、
北
海

道
の
根こ
ん
せ
ん
げ
ん
や

釧
原
野
に
入
植
し
た
Ｓ
さ
ん

と
い
う
人
が
、
夜
道
を
歩
い
て
い
る

と
、
何
者
か
が
、
不
意
に
ラ
ン
プ
に

飛
び
つ
い
て
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。

彼
は
、
腰
を
ぬ
か
さ
ん
ば
か
り
に

驚
い
た
の
で
す
が
、
あ
と
で
聞
く

と
、
飛
び
つ
い
た
の
は
エ
ゾ
モ
モ
ン

ガ
、
そ
の
辺
で
は
よ
く
あ
る
こ
と

で
、
土
地
の
人
に
と
っ
て
は
珍
し
く

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
本
田
勝
一
・
き
た
ぐ
に
の
動
物

た
ち
／
実
業
の
日
本
社
）

モ
モ
ン
ガ
は
ム
サ
サ
ビ
と
近
縁
の

動
物
で
す
か
ら
似
た
よ
う
な
性
質
を

も
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
話
を
も
う
一
つ
。

こ
れ
も
数
十
年
前
の
話
で
す
が
、

美
里
町
三
尾
川
の
あ
る
お
ば
あ
さ
ん

が
提
灯
を
持
っ
て
夜
道
を
歩
い
て
い

た
と
こ
ろ
が
、
怪
物
に
飛
び
つ
か
れ

ま
し
た
。
彼
女
は
肝
を
つ
ぶ
し
て
逃

げ
帰
っ
た
の
で
す
が
、
あ
と
で
見
る

と
、
提
灯
に
は
、
鋭
い
爪
の
あ
と
が

つ
い
て
い
た
、
と
い
う
の
で
す
。

ム
サ
サ
ビ
か
モ
モ
ン
ガ
が
飛
び
つ

い
た
と
す
れ
ば
辻つ
じ
つ
ま褄
の
合
う
話
で
す
。

近
ご
ろ
ム
サ
サ
ビ
が
多
く
な
っ

て
、
人
家
や
社
寺
の
屋
根
裏
な
ど
に

住
み
着
い
た
と
い
う
よ
う
な
話
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
灯と
う
か火
に
飛
び
つ
い

た
と
い
う
よ
う
な
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
間
の
灯
火
に
す
っ
か
り
慣
れ

て
し
ま
っ
て
、
ム
サ
サ
ビ
が
火
に
興

味
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
、電
灯
の
光
が
、ム
サ
サ
ビ
を
誘

引
す
る
よ
う
な
光
と
波
長
が
違
う
の

か
、
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

い
や
、
わ
た
し
も
、
以
前
か
ら
、

度
々
森
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
た

き
火
も
し
た
も
の
で
す
が
、
ム
サ
サ

ビ
が
飛
び
込
ん
で
き
た
よ
う
な
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
中
略
）

ム
サ
サ
ビ
は
リ
ス
科
の
哺
乳
動

物
、夜
行
性
で
、前
後
肢
の
間
に
飛
膜

が
発
達
し
て
い
て
、
こ
れ
で
滑
空
す

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

野の
ぶ
す
ま衾
・
晩
鳥
と
も
呼
ば
れ
て
植
物

食
。
彼
ら
が
木
の
葉
を
食
っ
た
と
き

に
は
、
独
特
の
食
し
ょ
く
こ
ん痕
（
食
み
跡
）
の

つ
い
た
小
枝
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
12
月
１
日
発
行

　

前
田
亥
津
二　

著

「
美
里
の
自
然
」
よ
り

11
月
２
日
・
３

日
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
お
い
て
、
徳

島
県
・
兵
庫
県
・

大
阪
府
等
県
内

外
よ
り
高
・
低
学

年
24
チ
ー
ム
を
招

き
、
交
流
と
親
睦

を
深
め
る
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の

試
合
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
低
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
１　

三
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
和
歌
山
市
）

〇
第
２
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
５　

東
浦
Ｆ
Ｃ

（
兵
庫
県
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
町
長
杯
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

〇
準
決
勝

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
３　

岬
Ｊ
Ｆ
Ｃ

（
大
阪
府
）

【
高
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対
０　

岩
出
Ｓ
Ｓ
Ｓ

（
岩
出
市
）

〇
第
２
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

１
対
５　

撫
養
Ｓ
Ｃ

（
徳
島
県
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
で
教
育
長
杯
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

〇
準
決
勝

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対
３　

岬
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
大
阪
府
）

①
月
面
撮
影
体
験
付
き
月
の

実
験
シ
ョ
ー
が
見
れ
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

12
月
７
日
（
土
）
、

　
　
　
　
　
　

14
日
（
土
）

※
星
空
ツ
ア
ー
（
有
料
）　

　

受
付
時
間
19
時
30
分
～
21
時

■
内
容　

月
の
満
ち
欠
け
が
分
か
る

！
楽
し
い
実
験
シ
ョ
ー
と

月
面
撮
影
が
体
験
で
き
ま

す
。

②
天
の
川
と
星
の
大
集
団
が

見
え
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

12
月
21
日
（
土
）

※
星
空
ツ
ア
ー
（
有
料
）

　

受
付
時
間
19
時
30
分
～
21
時

■
内
容　

天
の
川
と
冬
の
キ
レ
イ
ど

こ
ろ
「
す
ば
る
」
等
を
観

よ
う
。

※
①
、
②
の
カ
フ
ェ
営
業
（
有
料
）

■
時
間　

18
時
～
22
時
頃
ま
で

事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

　

11
月
17
日
に
中
央
公
民
館
和
室
で

囲
碁
18
人
、
将
棋
12
人
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
囲
碁
の
部

優　

勝　

瀬
藤　

康
記（
和
歌
山
市
）

準
優
勝　

崎
山　
　

響（
海
南
市
）

３　

位　

福
富　

浩
二（
和
歌
山
市
）

■
将
棋
の
部

優　

勝　

日
潟　

順
一（
下
佐
々
）

準
優
勝　

竹
内　

達
弥（
和
歌
山
市
）

三　

位　

中
谷　

英
隆（
海
南
市
）

■
日
時　

　

令
和
２
年
２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

■
場
所　

志
賀
野
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
１
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
今
、
「
親
木
会
（
木
彫

り
教
室
）
」
・
「
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
会
」
・
「
リ
サ
イ
ク
ル

ア
ー
ト
」
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
作
品
を
ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。
（
令
和
２
年
１
月

下
旬
ま
で
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
五
十
七

第
36
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
・
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
結
果

志
賀
野
地
区
公
民
館　作品

展
示
会
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  学校だより
　『みんなの歌声～今から届くよ～』

紀美野町立野上中学校

10 月 27 日、伝統ある校内音楽祭の日がやってきま
した。９月の体育祭では学年を超えた縦の絆を深める取
り組みでしたが、音楽祭ではクラス全員が横の絆を深め
ていく機会となりました。音楽祭の練習期間を２週間と
設定しましたが、実際に練習に取り組める時間はわずか
なものです。

時には取り組み方について意見が別れたり、後ろ向き
な気持ちになったりと、学級が揺らぐことがあったよう
です。しかし、音楽祭が近くなってくると歌声や学級の
雰囲気に変化が見られるようになっていきました。本番
では、どの学年も音楽祭への思いを乗せ、クラスのまと
まりを表現した合唱を披露してくれました。特に自由曲
では、各学級が独自の工夫を凝らしたパフォーマンスを
取り入れました。１年生は手話を取り入れ、２年生は振
り付けと数人による斉唱、３年生は照明や間奏の言葉か
けなどの工夫が盛りだくさん。

また、３年生の有志による演奏やダンスも聞き応え・
見応えがありました。

最後に、全校生徒によ
る「ヒカレ」の合唱、そ
して、来校していただい
た保護者・地域の方と一
緒に「ふるさと」の合唱
をしました。
「ふるさと」の間奏で、

生徒会長からメッセージが語りかけられ、感動を受けら
れた方もいました。近年、生徒が少なくなり規模は小
さくなりました
が、歴代の先輩
達が築いてきた
伝統ある音楽祭
は連綿と受け継
がれています。

  天文台だより
　『紀美野町文化祭への出展』

研究員　硲間拓郎

みさと天文台は、11 月２日、３日に紀美野町文化祭
へ出展しました。出展のメインは宇宙旅行を３Ｄで体験
できる宇宙船で、希望する方には自分で宇宙船を操縦し
てもらい、様々な天体を回っていただきました。

３Ｄ宇宙旅行の隣では、天体望遠鏡・太陽専用望遠鏡・
太陽専用双眼鏡の体験コーナーも設置し、天文台で撮影
したパネル写真の展示なども行いました。

日常生活では使う機会の少ない望遠鏡を覗いてもら
い、像が上下左右逆に見えていることや写真を通し紀美
野町の星空がいかに綺麗かを実感していただきました。

２日間で計
１０８人に参
加していただ
き、盛況に終
わることがで
きました。

11月２日から４日まで、中央公民館・文化センターに
て第14回紀美野町文化祭が開催されました。
　作品展示部門では、保育園児の元気な作品から大人の
方々の力作が勢ぞろいし、多くの来場者で賑わいまし
た。

芸能発表部門では、児童生徒はこの日のために一生懸
命練習した合唱やダンスを披露し、大人の方々は、日ご
ろの取り組みが凝縮されたパフォーマンスで会場を沸か
せてくれました。大人も子どもも、素晴らしい舞台で文
化祭を盛り上げてくれました。

また、11月16日、17日の２日間、小川地区公民館にて
作品展示会を開催しました。生け花や陶芸等の作品展示
や、料理教室・人形劇・ナツメロなどもあり、地区の皆
さんで盛り上げた作品展示会、たくさんの来場者で賑わ
いました。 

10月２日、茨城県
で開催された第74回
国民体育大会セーリ
ング競技で、見事第
３位に入賞しまし
た。この度のご活躍
おめでとうございま
す。

芸術の秋を楽しむ
第14回 紀美野町文化祭・小川地区公民館作品展示会

第 14 回紀美野町文化祭 小川地区公民館作品展示会

大竹慎勇 君（小畑）（和歌山工業高等学校3年）

国体第3位入賞！！
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令
和
元
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９

日
～
15
日
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
消

防
署
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月
８
日
に
母
子

保
健
推
進
員
会　

副
会
長　

東　

博
子
さ
ん

を
一
日
消
防
署
長
と
し
て
お
迎
え
し
、
職
員

の
士
気
の
高
揚
と
火
災
予
防
啓
発
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
車
や
救
急

車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場

に
急
行
し
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
に

消
防
活
動
を
し
た
り
、
急
病
人
等
の
応
急
処

置
を
行
い
、
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
等
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行
す

る
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は
「
緊
急
自
動

車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し

て
走
行
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
防
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
か

つ
、
赤
色
灯
を
つ
け
て
緊
急
走
行
し
、
接

近
し
て
き
た
場
合
、
一
般
車
両
は
周
囲
の

状
況
に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に
進
路
を

譲
る
か
、
交
差
点
を
避
け
て
車
両
を
道
路

の
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ

い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合
は
、

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し
付
近
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
冬
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
火
を
扱
う
上
に
危

険
物
を
燃
焼
さ
せ
る
た
め
、
誤
っ
た
使
用
方

法
が
大
き
な
災
害
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
特

に
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
の
高
い
油
は
、
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た
こ

と
を
確
か
め
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

給
油
後
は
、
給
油
口
・
口
金
を
下
に
し
て

油
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
そ
の
場
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
不
良
灯
油
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

変
質
灯
油
（
持
ち
越
し
た
油
な
ど
）
や
、

不
純
灯
油
（
水
の
混
じ
っ
た
油
な
ど
）

は
、
異
常
燃
焼
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
い
、
物
が
見
え
に
く
い
、
生
ま
れ
て
初

め
て
経
験
す
る

よ
う
な
非
常
に

強
い
頭
痛
な
ど

の
症
状
が
お
こ

り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
症
状
を

訴
え
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診

す
る
か
、
救
急

車
を
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。
後
遺
症
を
防
げ
た
り
、
軽
減
で

き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、

破
れ
て
出
血
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
ま
す
。
体
の
片
側
に
力
が
入
ら
な
い
、
し

び
れ
を
感
じ
る
、
言
葉
が
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ

■
申
込
期
限　

12
月
20
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

10 月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 28 （2） 28 （2）

一 般 負 傷 ７ ７

交 通 事 故 ２ 　 ２ 　

そ の 他 ５ ５

合 計 42 （2） 42 （2）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

脳卒中によくある5つの症状
●半身のまひ・しびれ
●ろれつが回らない・言葉が出ない
●立てない・歩けない・ふらふらする
●視野の半分が欠ける・ものが二重に見える
●突然の激しい頭痛

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

１
月
５
日
（
日
）
で
す
。

一
日
消
防
署
長

消
防
車
・
救
急
車
の
緊
急
走
行
に

　
　
　
　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
ご
注
意
を

救
急
コ
ー
ナ
ー
『 

脳
卒
中 

』

一日消防署長　東
あずま

　博
ひ ろ こ

子さん
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,742人（－４） ［男4,042人（－３） 女4,700人（－１）］
【2019年10月末現在】 世帯数　4,230世帯（－２）　面積　128.34㎢
10月の人口の動き（2019年10月 1 日～31日）　転入19人　　転出９人　　出生３人　　死亡17人

日　 時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
２日（月） 11時 〜 犬・猫の飼い方講習会【８日（日）・22日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500
３日（火）・20日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912
19日（木） 13時 〜 行政相談【〜15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ 12月

防衛省・自衛隊からのお知らせ
【各種自衛官募集】　各種募集説明会は有田募集案内所において、平日９時～17時30分常時実施中
募集種目 受付期間 試験期日 資　　格

自衛官
候補生 ～12月14日（土） 12月15日（日） 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は採用予定月１日から起算

して３月に達する日の翌月の末日現在33歳に達していない者）

高等工科
学校生徒

【一般】
11月１日(金)～
令和２年１月６日(月)

令和２年１月18日(土) 令和２年４月１日現在15歳以上17歳未満男子中学校卒業者

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１

海南警察からのお知らせ
12月10日から16日までは、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題
への対処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題について関心と認識を深めていく
ことが大切です。警察では拉致に関与した北朝鮮工作員や「よど号」犯人等について、逮捕状の発付を得
て国際手配を行うなど、拉致容疑事案の全容解明に向けて取り組んでいます。また、これまで拉致被害者
と判断している方以外にも、北朝鮮による拉致の可能性を排除できない方が存在しているとの認識のも
と、誠意捜査・調査を推進しております。今後とも皆さまのご理解とご協力をお願いします。　　　　　　　　
■問い合わせ　海南警察署　警備課　℡ ０７３‐４８２‐０１１０

突然の大雪に注意しましょう
大雪のときは、外出を控えるのが一番ですが、どうしても外出する場合、自動車には冬用タイヤやチェー
ンを装着、徒歩の場合は、滑りにくい履物で転んでも衝撃を和らげるように帽子、手袋、厚手の防寒着な
どを着用することが有効です。天気予報などの情報を参考に危険を避ける行動をとりましょう。

※コミュニティバス（ふれあい号）の運行について
積雪、凍結などにより危険を伴う場合は、安全確保のため運行を見合わせることがあります。
ご了承ください。

年末年始の役場、公民館等の予定について
■役場の仕事納めと仕事始め
　　仕事納め　12月27日（金）　仕事始め　１月６日（月）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場
　　12月29日（日）～１月３日（金）　

■天文台の休館
　　12月27日（金）～１月４日（土）
■コミュニティバスの運休
　　12月29日（日）～１月３日（金）

■年末・年始のごみ収集等については、各戸配布をご覧ください。
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ねんりんピックパークゴルフ交流大会が開催されました。
11月11日（月）に第32回全国健康福祉祭和歌山大会（通称：ねんりんピック紀の国わかやま

２０１９）の「パークゴルフ交流大会」が紀美野町のかみふれあい公園にて、開催されました。全国から
予選大会を勝ち抜いた選手が、白熱した試合を繰り広げ、交流を深めました。結果は、和歌山県勢が上位
を占め、開催地の利を生かした結果となりました。皆さまのご声援・ご協力ありがとうございました。

団体戦
１位　和歌山県　和歌山Aチーム　スコア315
２位　和歌山県　和歌山Dチーム　スコア318
３位　和歌山県　和歌山Cチーム　スコア325

※団体戦は、男女各１人以上を含む上位３人のス
コアの合計で競います。

大　会　結　果

団体戦上位入賞の皆さん

競技後の昼食は、和歌山県の特産物を使ったお弁当を食べ
ながら、各チーム交流を深めました。

町の柿やミカン等の特産品を販売していたブースも大盛況
でした。

個人戦（男）
１位　和歌山県　木村　勲　　　スコア98
２位　福島県　　木田　晴夫　　スコア101
３位　和歌山県　山口　美智男　スコア105

個人戦（女）
１位　和歌山県　花田　洋子　　スコア106
２位　和歌山県　中村　和枝　　スコア107
３位　和歌山県　西端　登代子　スコア110

広　告

フリーダイヤル

紀美野町防災無線の放送内容を
下記のフリーダイヤルで確認することができま
す。

防災行政無線電話対応システム
0 1 2 0 - 2 4 3 0 - 9 9


